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0から1へ
何もないゼロの状態から新しいアイデアや秩序を生み出す。自然の真理に迫る理学とは、いってみれば「無」から「有」を生み出す学問です。私たち大学
院生は、この自然の美しさに魅せられ、その美しさに秘められた謎を解き明かすため、日々研究に邁進しています。
大学では、これまでに数々の世界的発見がなされ、多くの「知」を蓄積してきました。しかし、蓄えられた知識をただ積み重ねていけば良いのでしょうか？
理学を志す私たちは、学問と同じ精神で科学を見据え、未来の科学のあり方を考えていくことを目標としています。

動き出した２つの輪

私たちはこの２つの輪のもとで、
よりよい科学と社会の関係の構築を目指します。

「横の輪」 ～科学者間の交流～
私たちは、あらゆる分野の枠を超えて、学生・研究者同士のネットワー
ク・知識の共有の場を作り上げます。また、「横の輪」によって、広い視
野を持って科学の現状と問題点について議論を行います。

[実際の活動] ランチセミナー、ポッドキャスト

「縦の輪」 ～科学と社会の交流～
私たちが行っている科学の楽しさ、驚くような自然の神秘やし
くみを専門家以外の人々に伝えていきます。これにより、私た
ちの獲得した「知」を広く社会と共有し、「智」へと育てていきま
す。

[実際の活動] 出張授業、サイエンスアート、0to1ライティング

0to1では、大学院生による高校生への出張授業を行っています。

最先端の研究現場を、大学院生の熱意とともに、全国の高校生に伝えたい！

活動理念
1. 出張授業は、大学に蓄積されている知識を社会に還元する。
2. 出張授業は、高校生にとって進路選択の一助となる。
3. 出張授業は、大学院生にとって専門知を伝える修行の一環になる。

組織的な活動
私達は、大学院生の負担を小さくしつつも、質の高い授業を目指しています。

出張授業をしたい！
サブグループの形成

高校へのコンタクト

授業内容の作成
高校の意向に沿った授業を

練習会の実施
授業内容の推敲

授業当日
補助員の派遣

アンケートの実施

報告書の作成
次につなげる

高崎女子高校 2008/5/19
実験を組み入れた授業
「素粒子で宇宙の謎に挑戦」
「霧箱で放射線を見てみよう」
生徒の感想
写真や図を使って分かりやすく説明して下さったので、一見とっつきにくいα線や素
粒子、加速器について楽しく学ぶことができた。

先生の感想
年齢が近いので、生徒が身近に感じることができる。説明が分かりやすかった。

桐蔭高校女子部 2008/7/12
６つの授業で大規模に
「中身よりも大事な表面の科学」
「惑星探査ウラ話」
「素粒子実験に見る科学のココロ」
「いのちの不思議に魅せられて」
「わたしの話すことは全てウソです」
「ダークサイドへようこそ！」
生徒の感想
物理学についてあまり知らなかったので、新しい世界を知った！という感
じです。まだ高1なので文理系さえ決めていないのですが。将来について
考えるきっかけになりました。

先生の感想
どの授業でも、講演者から、若手研究者の広がりゆくエネルギーのような
活き活きとした魅力的なオーラが感じられた。（中略）あふれる情熱と可能
性のインフレーションと発展途上性を持つ院生～若手研究者に魅力を感
じるのであろう。

川越高校 2008/7/14
SSHの授業の一環
「光をとらえる」
「ナノテクノロジーを支える物性科学」
生徒の感想
プレゼンが面白く分かりやすく作られていて良かった。研究面白そう。

先生の感想
我々は、生徒に研究の現場を見せて、動機付けをするということを目標としている。
このことに関しては、大学院生にやってもらうというのは非常に良いと考えている。
講師が大学院生だと、お互い忌憚のない意見を言うことができ、さらに相互作用・
フィードバックができてよい。

東京学芸大学附属高校 2008/7/14
懇親会が大好評
「美しさの向こう側」
「生きてるってどういうこと？」
生徒の感想
自分の楽しいと思えることを研究できてすごいと思ってしまいました。少し将来という
か進路に関わっていてまたこういう道もあるのだと実感しました。

先生の感想
実際に実験をしている方々から生きたお話しをうかがえることは大変貴重な機会だと
思います。「おもしろい」と思うことを熱く語って下さってありがとうございました。生徒
も大変興味深く聞いていたと思います。

東京大学の公認、資金援助
東京大学全体から講師を募集

全国の高校で出張授業を行う

2008年10月

東京大学学生企画コンテスト優秀賞受賞!!

出張授業を「文化として」
全学・全国に広げていきたい

報告書
アンケート結果

経験者

http://sc.adm.s.u‐tokyo.ac.jp/0to1/

私たちは、科学者自身が行うアウトリーチ活動と科学者の分野間交流を合わせて「科学者コミュニケーション」と呼んでいます。

科学者コミュニケーションとは？

※22日13:00‐のワークショップ（未来館7F会議室1）では、科学者コミュニケーションの未来図について、会場を交えて議論する予定です。
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0to1では、大学院生による若手研究者へのインタビューなどをまとめた音声媒体の“科学者コミュニケーション”活動を提案しています。

自分たちの“横の輪”メディアで、知の交流の活性化を！

出演者: 若手研究者
研究現場の生の声

インタビュアー: 大学院生
研究者による番組制作

リスナー: 研究者層

「人」を伝えることで、異分野交流を進めたい

音声での配信
・リスナーが片手間で聞ける
・大学院生が手軽に製作できる
・出演者の生の声を聴くことによって、

他分野の研究者を身近に感じられる

制作フロー

～大学院生の負担を少なくしつつ、質の高い作品を～
1. 出演者の選定
2. 出演依頼
3. インタビューの実施 ‐ 1時間半程度
4. 音声編集 ‐ 5時間程度
5. HPの作成 ‐ 3時間程度
6. 出演者の内容チェック 出演者自身のチェックによる質の保証
7. 公開

大学院生が空き時間でできる

11月15日、第1回公開！

クリックすると音声が聞ける
研究の裏話も・・・

写真とプロフィールで出演者を
より身近に感じてもらう

視覚的に情報を補うことで
理解を助ける

インタビュアーの声
「活躍する異分野の研究者との真剣な対話を通して、研究への姿勢や熱意など、
多くのことを学ぶことができた。」

大学院生がインタビューを行うことで、教育効果を期待できる、

出演者の声
「数学の興奮も結構説明できるものだとわかったのはよかった。」
「内容を練るのは楽しいし、勉強になった。一方、慣れないので難しさもあった。」

院生に対して貴重な自己表現の場を提供するものであり、
更なる研究の発展にとって良い刺激を与る。

リスナーの声
「他の分野の研究者が何をおもしろいと思って研究しているのかを初めて知った。」

手軽に他分野研究者の考えを知る機会を提供する。

気軽に出演できる身近なメディアは、
知の相互交流を活性化する可能性を秘めている

出演者 タイトル(仮)

PD・生物学 『細胞の中はまさに小宇宙』
～伝えたい、この感動～

D2・数学 無限の深みに魅せられて

順次公開予定

0to1では、異分野の大学院生らが交流する場として「ランチセミナー」を運営しています。

他分野の話を気軽に聞く。自分の話を気軽に話す。

・他分野の話を分かりやすく聞きたい！
・学問の様々なトピックについて、気軽に議論したい！

ランチを食べながらの、気軽なセミナー
ランチセミナーでの心得
1． ランチセミナーでは、話者が自由に話題を設定できる。どんな話題でもよい。
2． ランチセミナーでは、学年や専攻に縛られる事無く対等に議論する。
3． ランチセミナーでは、気軽に楽しく議論する。

1月12日 地球惑星科学
「小学生でもわかる? 全地球凍結のメカニズム」

1月12日 生物学 「進化生物学序説：自然選択理論は万物理論か？」
1月26日 生物学 「今話題のiPS細胞について」
1月26日 数学 「1729という数字がわたしの瞳に涙を浮かべるのは何故か」
3月8日 生物学 「学会土産話： 大隅良典先生のマスターズレクチャー」
3月8日 建築学 「理学の分野とはちょっと違う建築の研究の話」
4月26日 物理学 「物性物理屋の頭の中」
4月26日 生物情報学 「生物情報学ゲノム進化史研究に感じること」

5月24日 数学
「ムルンギン族の父親の息子は
その父親の妹の娘と結婚できるのか」

6月7日 生物学 「詩人が愛した植物形態学」

6月28日 科学コミュニ
ケーション

「ワークショップ@サイエンスアゴラ2007のレビュー」

7月5日 物理学 「Nature記事: An extremely luminous X‐ray outburst at the 
birth of a supernova」

7月26日 法学
「なにゆえ人は国家を承認し、国家に服従するのか？」

8月23日 科学一般
Nature記事: The end of the science superpowers 10月11日 ノーベル賞受賞記念セミナー

「対称性の破れについて」、「GFPについて」

強制ではなく、
平日でもないのに、
これだけ続くほど
ランチセミナーは

魅力的なものである！

10月25日 地球惑星科学
「学会&クレーター調査@ドイツ土産話」

法学とその方法論につ
いて、物理学専攻出身の
現役ロースクール生が解
説。

理学と全く違うということ
もあって、議論が白熱し
ました。

日本人4名がノーベル物理学

賞・化学賞を受賞したことを受
け、その研究業績を解説。会
場があふれるほどの人が集
まりました。

・ランチセミナーは主に0to1ミーティング（隔週土曜日）の後の
お昼の時間に行っています。

・0to1外からの参加もちろんウェルカムです。

ムルンギン族の婚姻規
則が運用される社会に
ついて、代数学（置換
群）を用いて解説。楽し
そうに話す話者と、笑
顔の絶えない会場が印
象的でした。

はじめてのランチセミ
ナー。全地球凍結のメ
カニズムについてわか
りやすく解説。専門が全
く違う人からも鋭い質問
が多く出て驚きました。

その他の活動
サイエンスアート

昨年度のサイエンスアゴラに出展した作品の基本骨格を再利用し、東京大学オー
プンキャンパス2008における理学部入口での展示作品に仕上げました。

コンセプトは「見た目に美しく、これからオープンキャンパスで理学部のさまざまな展
示・演示実験を見る高校生たちにふさわしい、気持ちを盛り上げるような展示」です。

「カタチ」をテーマにした動画を半透明のアクリル板や半球プラスチックをスクリーン
にして投影しました。また、それぞれのテーマの解説もなされています。

0to1ライティング
様々な活動を行うにあたって、企画書や報告書など、お堅い文章を書く機会はたくさんあります。
でもそれだけじゃなく、Scienceにまつわるショートストーリーや、現場の生の声を伝えるブログなど、私たち
0to1メンバーは、多様な言葉を紡いでいます。
理想に燃えた熱いメッセージもあれば、コミカルに笑いを誘うものもあり。
個性あふれるメンバーたちの物語を一部ご紹介。

生命のスープ

遥かな昔、太古の地球は温かな海で覆われていたということは、
皆さんもきいたことがあるかもしれません。

ではその海が、生命の源となるスープであったというお話はご存知でしょうか？

私たちの体はさまざまな元素からできています。
酸素や水素、タンソやチッソなど、
目に見えないほど小さな元素が組み合わされ、つなぎあわされ、
タンパク質やDNA などの生き物にとって欠かせない部品がかたちづくられます。

30 数億年前の地球の海には、
生き物の材料となる様々な元素やアミノ酸が豊富に含まれていました。
その海の中ですてきな偶然によってたくさんの化学反応が起こり、
タンパク質やDNA が誕生したと考えられています。

太古の海、地球上で最初のスープ、そこから私たちは生まれたのです。

そして今、皆さんが食べているこのスープにも全く同じアミノ酸がたっぷりと溶け込んでいます。
私たちのお腹を満たし健康を与えてくれるこのスープもまた、
生命のスープと言えるのかもしれませんね。

―小寺千絵

2008年4月5日
長生きするコツは

ずばり、外国でうっかりコンセントを触らないことと、笑うこと！

＊＊＊

今年度最初のミーティングでした。
ミーティングはいきものです。何の話題で盛り上がるか分かりません。

今日は、物理系の実験装置の話で大笑いしました。もぅ、みんな電磁誘導とか、感電とか、ジェスチャーでやるから、
見てるとめちゃめちゃおもしろい（と文字で書いても伝わらないよね）。

えのとさんは、感電するとだいたい何ボルトか分かるらしいです。それを習得するまでに、一体どれだけ感電したん
でしょうか...。ちなみに、私はコンセントで感電したことがあるのですが、あれを200Vの国でやると死ぬらしいで
す。100Vと200Vのあいだに、やばいラインがあるそうです。下手にコンセントで感電しても大丈夫という成功体
験があったから、知らなかったら結構危なかったかも。。。うーん、勉強になった。

異国で感電死したくない人、最近笑ってないな?と思った人は、ぜひ私たちのミーティングへ足をお運び下さい。長
生きできること請け合いです。

＊＊＊

今日、改めて任命を受けまして、これからまた半年ブログを担当させて頂くことになりました。
どうぞよろしくお付き合い下さいませ。

投稿者 も 時刻: 23:45 1 コメント ―池内桃子

地球を変えた緑のスープ

現在の地球の空気には約20%もの酸素が含まれていて、
私たちはそのおかげで呼吸をし、生きていくことができます。

でも実は、約46 億年前に生まれた地球の空気にはもともと酸素が含まれていませんでした。
ではいったい、いつだれが酸素を生み出してくれたのでしょうか？

その答えは、あなたのスープにも入っている色々な植物のご先祖様。
太陽の光を受けて二酸化炭素から酸素を作り出す緑の色素を持った生物、
シアノバクテリアです。

シアノバクテリアは約27 億年前に地球の浅い海に現れて、
それから何億年もの時間をかけてゆっくりと空気中に酸素を放出していきました。
今こうして私たちが呼吸をすることができるのも、
このシアノバクテリアの営みがあったからなのです。

もしその頃の地球の海を見ることができたなら、
それはきっと緑のスープのように見えたかもしれません。

遠い昔に地球を変えたそんな海の姿を思い浮かべながら、
今日のスープをどうぞ召し上がれ。

―成田憲保

Soup with Science

0to1 blog

プロジェクトやミーティングの様
子などを、0to1 blogでお知らせし
ています。

愉快な日常レポートのなかに、
メンバーたちの生き生きとした姿
をぜひご覧ください。

http://sc.adm.s.u‐tokyo.ac.jp/0to1/podcast/

制作: 宮武広直


